
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

熊ホ県知事

廃棄物の処理及び清掃に関する
その処理 1、関する計画を作成し

(第 1 面)

産業廃棄物処理計画俳

亊業場の名称

事業場の所在地

提出者
住所熊本県宇土市築籠町221番地

氏名三菱ケミカル株式会社九州亊業所熊本工場
工場長河野正年

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)
電話番号 09則一22-0850

律第 12条の 9 項の規定に基づき,産業廃棄物の波母その他
ので、提出します。

計画期問 令和 6年4 何 1 0

当該事業場において現に行っている亊業1、関する事項

①事業の種類化学工業

三菱ケミカル株式会社九州嘔業所熊本工場

熊本県宇士市築範町221番地

②事業の規模

ム和 6年6月17日

従業員数

20,848百万円(製造品出荷額【前年度実紕D

260名

から

4産業廃棄物の

の処理の工程

ム和 7年3月31

連 別紙1の通り

日 まで

(口木産業規挌 A列4番)

、
ー
た



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図)

別紙2の通り

(第 2 面)

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度( 5年度)実績】

試薬類廃油廃7'ラ 汚泥
産業廃棄物の種類

出排 1弘 319.20 0.0018,31 764.81

水銀使用製もえがら しいじん産業廃棄物種類陶磁器く
品

排 出 0.00!琵 0.51 t l,464.05 0.46

(これまでに実施した取組)

工程安定化及び運転基準、手順の適正化による原単位の向上。
廃フラスチック、廃油、金属くず、紙くず等の有物化を継絖で推進しオ・

胴標】

廃プう 試薬類廃油 汚泥
産業廃棄物の樋類

量 344.00 1 34.00 1 3.00排 出 1.420.00

産業廃棄物の種類陶磁器くずもえがら 1いじん 水銀使用製
品

排 出 1丑 1.00 1,558.00

(今後実施する予定の計画)

河川水汚泥の新除濁装凪運転開始で含水率の軽滅を図る。

0.00

今後も上記取組みを継続して実施していく

紙く

1.00

金属く

0.00

廃アルカリ

0.80

産業廃棄物の分別に関する亊項

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

木く

紙く

20.00

0.00

廃アルカリ

6.00

廃酸

ガラスく

木くず

場内に廃棄物分別壯場を設赴し適正に管理している。
定期的な廃棄物匙場のハトロールを実施し管理状況の確認を継続する

421.00

16,04

5.能

廃酸

1.00

ガラスく

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別1一関する取組)

415,62

金属くず

1
現
伏

2
計
画

1
現
状

2
寸
画



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度( 5年度)実績】

廃7'ラ 廃油
産業廃棄物の種類

1'1 ら 1リ小利用彰行「力

産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類

n ら 11i,1 判川をliつた

産業廃棄物の址

(サれまでに実施した取組)

該当なし

陶磁器くずもえがら

【月標】

廃プラ
産業廃棄物の種類

"ら 1リ,k刊川を行う

産業廃棄物の量

陶磁器く
産業廃棄物の種類

1'1 ら 11i,1{利川を ii う

産業廃棄物の鐵

(今後実施する予定の計画)

該当なし

ガラスくず金属くず

(第 3 面)

試薬類

汚泥

しいじん

しいじん

汚泥

紙くず

水銀使用製廃アルカリ廃酸

自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項

【前年度( 5年度)実ゑ釘

現産業廃棄物の種類廃7゜う廃油
状

1'1 ら熱【"1 収を行った

産業廃棄物の量

Πら中問処艸 1'より

祓址した産業廃棄物の耻

陶磁器く
産業廃棄物の樋類

"ら熱1川収を rl r'

産業廃撫物の量

n ら中間処州'より

誠11、した産業廃棄物 11{

(これまで1、実施し六取組)

該当なし

【月標】

廃プラ
産業廃棄物の種頬

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

"ら中朋処理によ"

減1.tする産業廃棄物の址

陶磁器く
産業廃棄物の種類

白ら熱回収を行う

産業廃棄物の垂

1'1 ら中問処円!により

滅耻する産業廃棄物の址

(今後実施する予定の計画)

該当なし

品

1 いじん

ガラスく

水銀使用製廃アルカリ廃酸

紙くず

品

金属く

水銀使用製廃アルカリ廃酸
口
ロロ

木く

試薬類

もえがら

ガラスく

ばいじん

金属くず

木く

紙くず

水銀使用製廃アルカリ廃酸
品

木く

ガラスくず金屈くず試薬類

1
現
状

②
計
画

②
計
画



(第4面)

自ら行う産業廃菜物の埋立処分又は海洋投入処分1、関する事項

【前年度( 5年度)実績】

試薬類廃油
産業廃棄物の種類

1'1 ら地、τ処分 X I
海光投人処分を行った
産業廓棄物の 1,1

もえがら陶磁器く 1 いじん
産業廃棄物の種類 品
n ら剛女処分父 1
海光投人処分を行った
産業廃棄物の耻

(これまでに実施した取組)

415.62

415.62

415.62

口
U口

該当なし

5.謁

5.認

5.認

【詞標】

廃7'ラ
産業廃棄物の種類

1'1 ら則占処分 X I
海汗投人処分を行う

産業廃棄物の 1'

産業廃棄物の種類

"ら川1 寺処分 X は
痕汗尖人処分を行う

産業廃棄物の推

(今後実施する予定の計画)

ガラスく

0.00

0.46

0.46

0.46

0.00

金属く

水銀使用製廃アルカリ廃酸

16.04

16.04

16.04

陶磁器くずもえがら

廃油

該当なし

産業廃棄物の処理の委託1、関する弓工項

【前年皮( 5年度)実績】

産業廃棄物の種類廃フラ 廃油

全処理委託扱 319.20

憾良認定処艸業者

への処州委託世

再生利用業者

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託料
認定熱 1川収業占
以外の熱1"1収を行う
業"への処即委託R

陶磁器く
産業廃棄物の種類

全処理委託母 0.51

優良認定処見業者
0.51

への処 j11!委託址

再生利 名
0.51

への処理委託垂

認定熱回収業者

への処理委託料
認定熱阿収業古
以外の熱1"1収を行う

業門への処兇委'託址

にれまでに実施した取組)

試薬類

ガラスく

汚泥

金属くず

水銀使用製廃アルカリ廃酸

紙くず

ロロ

木く

】8.31

18.31

18.31

試薬類

ガラスく

0.舶

0.00

汚泥

0.80

0.80

0.80

金属く

もえがら

764.8】

52.99

764.81

紙くず

1.464.05

1、464,06

1,464.05

処理業省と適正な委託処理契約を締結し、雌子マニフェストにて最終処分まで管理する
優良認定処理業者への処理移行を進めた。

1 いじん

0.00

木くず

0.00

水銀使用製廃アルカリ廃酸

0.00

②
計
画

1
現
状

1
現
状



【同標】

廃7'ラ
産業廃棄物の種類

全処理委託量 344.00

優良認定処j11!業者
344.00

への処N委託量

再生利用業者
344.00

への処理委託垂

認定熱回収業名

への処理委託料
認定熱 1川収業

以外の熱佃収を行う
業hへの処則黍託畿

陶磁器く
産業廃棄物の種類

全処理委託扱 1.00

優良認延処凡業岩
1.00

への処N委託童

再生利爪業者
1.00

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委北料
認定熱 1・1 収業
以外の魅1"川丈をlr'
業打への処艸委託址

(今後実施する予定の取組)

20.00

20.00

20.00

1.00

廃油

34.00

34,00

34.00

試薬類

(第 5 面)

1.00

1.00

1,00

3.00

3.00

3.00

汚泥

421.00

42】.00

421.00

もえがら

1.420.00

200.00

1,220.00

紙く

1,558.00

1.558.00

1,558.00

優良認定処理業者への処理の移行増量を進める

「いじん

0.00

※事務処理欄

木く

0.00

水銀使用製廃アルカリ廃酸
品

6.00

6.00

6.00

ガラスくず金属くず

0.00

0.50

0.50

0,50

1.00

1.00

①
計
画



備考

前年皮の産業廃棄物の発生量力勺.000 トン以上の事業場ごと 1、 1 枚作成すること

当該午度の6円30日までに提出すること。

当該亊業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

1 欄ι、は、日本標準産業分類の区分を記入すること。

2欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績)建設業の場合における元請完成

工事商(前年度実績)、医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

4 欄 1、は、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

連の処理の工程(当該処理を委託する場合は、委託の内客を含む)を,こ入すること。

肉ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、幽ら中

問処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の扱と、自ら中問

処理を行うことによって減批した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

産業廃棄物の処理の委託1、関する事項の欄には、産業廃棄物の種類ごと1、金処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び消掃に関する法律施行

令第6条の"第2冉に該当する者)への処理委託扱、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設,女歳者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の 3 の 3 第 1 項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託鎚及び認定熱回収施設設趾名以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託垂について、前年塵実績、同標及び取組を記入すること。

別紙のとそれぞれの欄r記人すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄

おりと記入し、当該欄に記入すぺき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以ヒあるときは、前年皮実鞁及び阿標の梱に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入しオ・別紙を添付することまた、それぞれの欄に記入すべき喫項がないときは、

を記入すること。

川

櫛

(第6 面)

※欄は記入しないこと



第

別紙1

PVOH製造工程

OPLフイルム
製造工程

産業廃棄物の

廃プラスチッウ

K卜ISフィルム
製造工程

(別紙)

連の処理の工程

廃酸

廃プラスチッウ
(OPL樹脂・フィル
ム)

医薬品中問体
製造工程

委託処理(中間処理・焼却)

馬雇覇一、「

バイオマスボイラー

委託処理中間処理・焼却

廃プラスチック
(KHS樹脂・フィル
ム)

委託処理中間処理・焼却

排水処理工程

廃油(溶剤系廃
液)

有物

$$分離・脱水

掘削工車他

委託処理中問処理・焼却

有償物

処理後は路盤材として再'源化

もえがら

処理後は路盤材として再'源化

分析関係

委託処理(中問処理・焼却)

処理後は路盤材として再'源化

工場共通

委託処理(中問処理・焼却、中
問処理・混練造粒固化

汚泥

汚泥
仂ーハ'イト残漬

試薬類

委託処理(中間処理・焼成)

委託処理(直接再'源化/発
酵堆肥化)

委託処理中間処理・焼成

委託処理(中間処理・造粒固化
中間処理・焼却)

委託処理中問処理・焼却

処理後は路盤材として再資源化

紙くず

処理後は路盤材として再'源化

木くず

処理後はセメント原料・路盤材として再'

源化

ガラス・陶磁器・
コンクリート屑

金属屑

処理後はセメント原料として再資源化

有物

委託処理(中間処理・破砕)

処理後はセメント原料として再'源化

廃油(機械油他)

委託処理(中問処理・焼却)

処理後は改良土・路盤材として再'源化

委託処理中間処理・焼却

有物

委託処理(中問処理・焼却)

有物

処理後は路盤材として再'源化

処理後は堆肥化、燃料化

委託処理(中間処理・破砕)

処理後は路盤材として再、源化

委託処理(中問処理・焼却

処理後は路盤材として再資源化

処理後は路盤材として再'源化

処理後はRPF(固形燃料化)

処理後は路盤材として再'源化



第

別紙2

面

九州m業所

三菱ケミカル鵬熊本工場

廃棄物管理体制図

製識 1滞

(別紙)

管理体制図

製造2沸

水処見ガス課

動ノ」課

ハリカー,、ネート 1,課

寸、り力ーハネート2胤

カーハンラック課

地児グルーフ

舵水 1'場

熊'製造拙

熱機製昂課

"イ料課

シリケート課

脂課

XVF寸、りマー課

シユーエステル,讓

エレクトロニクス術グルーブ

能分キ 1グループ

乍産悩"!グループ

探本企画管瑞郁

企向管」雫部

動力課

KGL課

KHS課

KPL課

熊木ニチゴーサービス1株}

鳧境安?部

品質保'滞

企画グルーブ

乍産技術 DXグルーブ

SE4ブロジエクト

勃流管"!グルーブ

ノ、材介成・ものづくηⅢ_迅グルーブ

[Mプロジエクト

東境・安令企向グルーブ

似安,鉾備防災グルーブ

熊ポ肌壗安全グ」ープ

【管理業務委託】

股備技術部

品質保証1グループ

品質保証2グルーブ

検査1グルーブ

検査2グルーブ

検介3グループ

技術企向グルーブ

熊'検 ープ

熊本品質保証グループ

【管理監資任】

*産業廃棄物里責任者

チーム含む}

機械1グループ

機械2グループ

電計1グループ

電計2グルーフ

先迅技術グループ

土建グルーフ

企向闘築グルーフ{熊

舵ホ樺械グ11、ープ

熈水偲計グループ



出者の名称

業場の名称

内容年度

産業廃棄物処理計画(集計用シート
提出者の住所胃"正年憂ケミカル験式会社九州車露所熊本工嶋工鴫具

菱ケミカル株式会社力州事業所熊本工場事業場の所在地

平成 6 年度

0.46

0.50

16.04

20.00

415.62

421.00

廃棄物の種類

廃フラ

0.46

050

16.04

20.00

41562

421.00

排出

廃油

試薬類

自社内での処理状況

自己再生
利用

汚泥

現状
計画

現状
計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状
計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状
計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

現状

計画

紙くず

31920

344.00

1831

34.00

木くず

うち熱

回収

ガラスくず

B

自己中問

処理

滅化

金属くず

3.00

764.81

1,420.00

熊本県宇土市築籠町221番地

熊本県宇土市築籠町221番地

陶磁器くず

C

自己最終
処分

もえがら

D

ぱいじん

水銀使用製品

588

6.00

全処理
委託

委託先での処理状況

委託処理のうち委託先毎の

熱回収
認定案者

再生利用 熱回収
以外の熱

認定業者業者への
回収を行

処理 への処理
う業者へ

委託 委託
の処理

委託量

dH

1,00

0.80

1.00

051

1.00

1.464.05

1.558.00

廃アルカリ

E

優良認定
処理案者
への処理

委託

廃酸

F

0.46

050

1604

2000

41562

42100

31920

344.00

18.31

34.00

単位:トン

G

3.005.68

3.80950

0.46

050

16.04

20.00

415.62

421.00

31920

344_00

1831

34,00

3.00

76431

1.420.00

2.293.86

2589.50

31920

34400

18.31

34,00

3.00

5299

200.00

3.00568

3,60950

588

6.00

3.00

764.81

1.220.00

1.00

0.80

1.00

051

1,00

1.46405

1.558.00

300558

3.80950

5.88

6.00

1.00

0.80

1.00

051

1.00

1.464,05

1.558,00

5.88

6.00

1.00

0.80

100

051

100

1.46405

1,55800

状
/
画

現
計


